
本社工場内、若手が活躍同社のバネ製品

社内で製作した刃具
大半が少量多品種オーダー

本社工場外観
手作業で
均一に巻いて行く
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業務
内容

医
療
用
分
析
機
器
向
け
の

樹
脂
部
品
な
ど
が
堅
調

　
「
中
嶋
製
作
所
」
は
液
晶
パ
ネ
ル
や
半
導
体
の
製
造

装
置
、
医
療
用
分
析
機
器
の
樹
脂
部
品
の
切
削
加
工
を

手
が
け
る
。
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
や
４
軸
マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｃ
）
な
ど
も
保
有
し
、
複
雑

な
形
状
の
加
工
も
こ
な
す
。
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
樹
脂
や

Ａ
Ｂ
Ｓ
樹
脂
な
ど
汎
用
樹
脂
か
ら
、
フ
ッ
素
樹
脂
や

ポ
リ
エ
ー
テ
ル
エ
ー
テ
ル
ケ
ト
ン
と
い
っ
た
超
耐
熱
性

樹
脂
ま
で
幅
広
く
手
が
け
る
。

　

血
液
検
査
な
ど
に
使
う
医
療
用
分
析
機
器
は
、

平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
受
注
が
減
っ
た

際
、
新
た
な
需
要
を
取
り
込
む
べ
く
取
引
先
の
分
散

化
に
取
り
組
む
中
で
受
注
に
成
功
し
た
。
以
来
、
同
社

の
成
長
を
支
え
て
い
る
。

強 み

長
年
の
経
験
生
か
し
、

朝
夕
の
寸
法
変
化
を
補
正

　

樹
脂
加
工
専
業
と
し
て
培
っ
て
き
た
技
術
力
に

は
厚
み
が
あ
る
。
樹
脂
加
工
で
難
し
い
点
の
１
つ
と

し
て
、
中
嶋
孝
典
社
長
は
「
樹
脂
は
切
削
加
工
す

る
と
形
状
が
変
化
す
る
」
と
話
す
。
加
工
時
の
熱
に

よ
り
、
樹
脂
内
部
に
残
る
歪ひ

ず
み

が
現
れ
、
形
状
が
変
化

す
る
場
合
が
あ
る
。
朝
と
夕
方
で
も
寸
法
が
変
化

す
る
場
合
も
あ
り
、
同
社
で
は
長
年
の
経
験
で
条

件
を
補
正
し
て
い
る
。

　

市
販
品
に
は
な
い
形
状
や
仕
様
の
刃
具
は
自
社
で

設
計
製
作
し
て
い
る
点
も
強
み
だ
。
刃
具
は
画
像

解
析
装
置
を
使
う
こ
と
で
、
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル

単
位
の
「
肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
」
寸
法
精
度
に

仕
上
げ
る
。

難加工

ガ
ラ
ス
・
カ
ー
ボ
ン
繊
維
補
強
の

加
工
技
術
向
上
に
注
力

　

金
属
部
品
の
切
削
加
工
を
手
が
け
る
企
業
は
多
い

が
、
樹
脂
の
切
削
加
工
は
少
な
い
。
中
嶋
社
長
も

「
10
社
程
度
し
か
知
ら
な
い
」
と
い
う
。
最
近
は
試
作

業務
内容

多
様
な
業
種
へ
さ
ま
ざ
ま
な

サ
イ
ズ
、形
状
の
バ
ネ
を
提
供

　
「
バ
ネ
は
ニ
シ
ト
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
70
余
年
。

「
バ
ネ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
と
し
て
、
設
計
や
製
造
部

門
を
は
じ
め
多
く
の
顧
客
に
最
適
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
提

案
を
行
っ
て
き
た
。
扱
う
品
種
は
圧
縮
バ
ネ
や
引
っ
張

り
バ
ネ
、
ね
じ
り
バ
ネ
な
ど
多
種
多
様
。
産
業
機
械
や
建

築
金
物
、
事
務
機
器
な
ど
の
構
成
部
品
と
し
て
広
く
提

供
し
て
い
る
。

　

多
く
の
協
力
工
場
と
提
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ズ
や

形
状
、
強
度
の
バ
ネ
を
独
自
の
工
夫
で
製
造
す
る
。
多

品
種
少
量
生
産
に
軸
足
を
置
き
、
今
ま
で
手
が
け
た
製
造

デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
加
工
速
度
の
向
上
を
図
る
。
近
年

で
は
ポ
ン
プ
部
の
バ
ネ
開
発
に
携
わ
っ
た
こ
と
か
ら
医

療
用
ボ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
の
製
品
化
に
も
関
与
し
て
い
る
。

強 み

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
適
切
な

製
品
を
提
供
す
る
技
術
力

　

バ
ネ
の
選
定
は
設
計
者
の
考
え
で
決
定
し
、
素
材

や
形
状
、
仕
様
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
が
来
る
。
同
社

の
強
み
は
、
そ
れ
ら
の
要
請
に
応
じ
て
、
適
切
な
製
品

を
提
供
す
る
技
術
力
に
あ
る
。
材
料
研
究
と
と
も
に

難
加
工
材
の
製
品
化
に
も
挑
戦
し
、
耐
熱
材
を
使
っ
た

バ
ネ
加
工
な
ど
、
厳
し
い
開
発
ニ
ー
ズ
に
も
技
術
と

経
験
の
蓄
積
で
応
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
社
は
１
級
金
属
ば
ね
製
造
技
能
士
５
名

を
有
し
、
検
定
試
験
で
は
大
阪
府
知
事
賞
や
大
阪
府

職
業
能
力
開
発
協
会
会
長
賞
な
ど
の
受
賞
歴
が
あ
る
。

さ
ら
に
業
界
が
実
施
す
る
技
能
検
定
講
習
の
主
席

講
師
を
20
年
以
上
務
め
る
な
ど
、
高
い
技
術
力
と

製
品
力
を
培
う
強
固
な
基
盤
を
継
承
し
て
い
る
。

開発
思想

顧
客
の
課
題
解
決
の
た
め
に

技
術
力
を
伸
ば
す

　

技
術
開
発
は
「
顧
客
の
製
品
開
発
に
携
わ
り
、
互
い

に
利
益
を
も
た
ら
す
」
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
る
と
、

西
尾
光
弘
社
長
は
考
え
る
。
技
術
力
の
向
上
に
は

品
の
仕
事
で
も
、
ガ
ラ
ス
繊
維
や
炭
素
繊
維
で
強
度
を

高
め
た
樹
脂
部
品
の
加
工
が
増
え
て
い
る
。
試
作
と

量
産
の
ス
ペ
ッ
ク
の
違
い
を
な
く
し
、
短
期
に
量
産
に

移
行
す
る
流
れ
に
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
繊
維
補
強

さ
れ
た
樹
脂
加
工
は
難
度
を
増
す
が
、
樹
脂
の
切
削

加
工
業
と
し
て
、
さ
ら
に
差
別
化
を
進
め
る
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
る
。

　

社
員
が
比
較
的
若
い
の
も
強
み
だ
。
将
来
を
支
え
る

人
材
と
し
て
定
着
を
促
す
た
め
、
会
社
が
繁
忙
の
状
態

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
１
つ
教
え
た
ら
、
後
は
自
分

で
学
べ
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
は
な
く
、
仕
事
を
細

か
く
フ
ォ
ロ
ー
し
、
着
実
に
成
長
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
毎
月
、
懇
親
会
を
設
け
て

い
る
。「
仕
事
以
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
」

と
中
嶋
社
長
は
考
え
て
い
る
。

今後の
展望

新
工
場
も
視
野
、

樹
脂
代
替
提
案
で
市
場
開
拓

　

堅
調
な
医
療
用
検
査
機
器
に
加
え
、
海
外
で
液
晶

パ
ネ
ル
や
半
導
体
関
連
の
投
資
が
活
況
を
呈
す
る

中
、
同
社
に
お
い
て
も
「
仕
事
で
あ
ふ
れ
る
く
ら
い
」

の
状
況
だ
と
い
う
。
同
社
は
ほ
ぼ
毎
年
Ｍ
Ｃ
を
導
入

し
て
お
り
、
本
社
工
場
、
第
２
工
場
と
も
手
狭
と

な
っ
て
き
た
た
め
、
新
工
場
建
設
も
検
討
し
て
い
る
。

　

中
嶋
社
長
は
「
ま
だ
ま
だ
（
金
属
の
代
替
と
し
て
）

樹
脂
化
が
進
ん
で
い
な
い
」
と
見
て
お
り
、「
軽
い
」、

「
さ
び
な
い
」
と
い
っ
た
樹
脂
の
強
み
を
展
示
会
な
ど

で
ア
ピ
ー
ル
し
、
市
場
開
拓
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。

「
良
い
機
械
を
導
入
す
れ
ば
完
結
す
る
も
の
で
は

な
く
、
常
に
顧
客
の
難
題
に
挑
戦
す
る
ひ
た
む
き
な

研
究
と
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

説
く
。
ま
た
、
業
界
お
よ
び
顧
客
の
成
長
過
程
に

お
い
て
、
安
定
的
な
量
産
化
へ
の
支
援
も
重
要
な

役
目
と
す
る
。

　

現
在
で
は
、
顧
客
や
協
力
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
＂製
品
試
作
・
開
発＂
の
分
野
へ
職
域
を

拡
大
。
バ
ネ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
縁
か
ら
、
金
属

加
工
や
溶
接
、
塗
装
な
ど
、
製
品
組
立
以
前
の
分
野

ま
で
相
談
を
受
け
開
発
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

今後の
展望

無
理
無
駄
を
避
け
、

堅
実
な
挑
戦
で
成
長
目
指
す

　

１
０
０
年
、
２
０
０
年
続
く
長
寿
企
業
を
目
指
す
。

西
尾
社
長
は
そ
の
た
め
に
「
無
理
無
駄
な
経
営
を

し
な
い
こ
と
が
肝
要
。
無
理
無
駄
と
挑
戦
の
境
目
を

見
極
め
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
自
戒
す
る
。
機
構

部
品
で
あ
る
バ
ネ
は
試
作
分
野
の
課
題
に
挑
戦
し

採
用
域
を
広
げ
れ
ば
生
き
残
れ
る
は
ず
だ
。

　

70
年
に
わ
た
る
「
ニ
シ
ト
」
の
成
長
は
＂堅
実
な

挑
戦＂
が
原
点
に
あ
る
。
今
後
は
医
療
や
福
祉
介
護

な
ど
伸
長
を
見
込
む
事
業
分
野
が
視
野
に
入
る
。一
方
、

同
社
は
、
開
発
し
た
研
磨
機
な
ど
独
自
技
術
の
特
許

を
申
請
し
な
い
。
求
め
ら
れ
る
技
術
は
公
表
し
日
本

の
も
の
づ
く
り
の
発
展
に
寄
与
。「
そ
こ
で
高
度
化

さ
れ
た
技
術
を
再
活
用
す
る
こ
と
で
自
社
の
成
長
を

求
め
て
い
く
」
考
え
だ
。

株式会社 中嶋製作所株式会社 ニシト発條製作所
樹
脂
の
切
削
加
工
専
業
、

軽
量
さ
ウ
リ
に
成
長
中

顧
客
に
＂最
適＂
を
提
案
す
る

バ
ネ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

http://www.nakajimas.co.jp/http://www.nishito.com/

◦住　所	 〒546-0002	
	 大阪市東住吉区
　　　　　杭全5-13-27
◦ＴＥＬ	 06-6714-2939
◦ＦＡＸ	 06-6714-0629
◦創　業	 昭和33年10月
◦設　立	 昭和60年	8	月
◦資本金	 1,000万円
◦従業員	 48名

◦住　所	 〒537-0002	
	 大阪市東成区
　　　　　深江南3-9-29
◦ＴＥＬ	 06-6975-2410
◦ＦＡＸ	 06-6975-2410
◦創　業	 昭和21年8月
◦設　立	 昭和25年8月
◦資本金	 5,000万円
◦従業員	 18名

主な事業内容
樹脂部品の切削加工

主な取引先（納入先）
医療部品メーカー、半導体や
液晶パネルの製造装置メー
カー

主な事業内容
金属バネ製造、アルコール用
ボトルホルダー製造、その他
金属加工

主な取引先（納入先）
産業用機械メーカー、
建築金物メーカー、
オフィス機器メーカー

創業間もない昭和３０年代は万年筆のペン先の加工などを
手がけてきました。創業時に購入したろくろは、今も小型品の
加工に使っています。現在は半導体や医療関連の装置向け
の高精度樹脂部品を加工し、従業員数も５０名弱の体制と
なっています。

創業当初はミシンのカムに使うバネを始め、電化製品向けや
シャッター用のバネを大量生産していました。その後、高付加
価値バネの開発や生産依頼が増え、主力を多品種少量生産に
移行しました。現在はデータの蓄積で“職人の勘”を数値化
し、無駄のない製造工程を実現しています。

代表取締役社長	中嶋 孝典さん技術責任者	西尾 光司さん

当 歴の社 史当 歴の社 史
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阪
市
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造


